
 

2025年度 卒業生アンケート結果及び課題について 

 

本アンケートは学部卒業生を対象に、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に
基づく知識・能力を、本学での経験を通じてどの程度獲得できたか把握し、本学の教育内容のさ
らなる質的向上・保証・改善に役立てることを目的としている。設問の内容は、教育や研究、学
生生活及びキャリア（就職・進学）に関する項目となっている。 

今般、アンケート結果を基に別紙のとおり分析を行ったこと、及び本学において考えられる課
題について報告する。 

  

１．アンケート実施概要 

対象者 ：本学学部卒業後 2・5・15・25 年目の卒業生 
（本学大学院に在籍する学生及び本学教職員を含む） 

実施方法：オンライン（Qualtrics）による実施 
設問内容：別紙のとおり 
回答期間：2025 年 7月 16 日～9月 30 日 
回答者数：513名（昨年度 509 名） 

 

２．アンケート結果と分析 

 別紙 1：アンケート結果抜粋と分析 

 別紙 2：アンケート集計結果（全体） 
 別紙 3：アンケート集計結果（大学院（修士・博士）在学中を除く）[317名（昨年度 266名）] 
 

３．Qualtricsダッシュボード（集計結果データ）の共有 

  集計結果データをQualtricsダッシュボードにて共有し全教職員が閲覧可能（別紙 4参照） 
 
４．課題について 

 「2．アンケート結果と分析」より、以下の課題が考えられる。 
  ・外国語活用の必要性周知と実践機会の拡充【別紙 1「2．」】 
  ・異文化理解、国際的な視野を高める取り組み（昨年度同様）【別紙 1「3．」】 

  ・データサイエンス教育のさらなる充実（昨年度同様）【別紙 1「5.」】  
 

以上 



（別紙 1） 

アンケート結果抜粋と分析

１．回答者について【Q1～Q3】 

  ・「2023 年度卒業者」が 57.1％となり半数以上を占めている。 
・現在の勤務先での職種は「学生」が 38.2%と最も割合が高く、「IT・ソフトウェア関連
（情報処理・通信技術）」（12.7％）、「教員（小、中、高校）」（5.3%）と続いている。

２．海外での経験、英語の使用について【Q4～Q7】 

・「海外での留学や勤務、海外出張の経験はない」と答える割合は昨年度同様に最も高く、
72.1％（昨年度 78.0%）であった。 

・留学・海外勤務・海外出張などを行った理由として、上位は「好奇心・興味があった」（50.3%）、
「語学力を身につけたかった」（31.5%）、「将来のキャリアに必要だと思った」（27.3%）で
あった。 

・留学・海外勤務・海外出張のいずれも経験がない理由として、上位は「機会がなかった」
（45.7%）、「興味がなかった」（41.4%）、「語学力に自信がなかった」（29.5%）であり、個
人の意欲だけでなく、環境やスキル面の制約が影響していることが窺える。

・業務や学業における英語の使用について、「英語の資料や文献等を読む必要がある」(59.6%)、 
「英語は使用していない」(32.2%)、「英語を使用して、メールや文書のやりとりをする必要
がある」（23.6％）、「英語を使用して、会話や議論をする必要がある」(21.2%)であり、読
み取り中心の活用が多く、実際のコミュニケーションに英語を用いる割合は比較的低かっ
た。 

３．卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づく知識・能力について【Q8 

  ～Q10】 

・卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）において定める能力のうち、在学中
に身についたと感じる能力は、昨年度と同様に「基礎的な知識・技術」（66.7％）、「専門的
な知識・技術」（54.4％）、「論理的・批判的な思考力」（50.9％）の順となっている。

・学部在学中の学びや経験で、異文化理解、国際的な視野を持って活躍できる能力を身につ
けるために有効だと感じる取り組みは、「英語教育」（39.4%）、「留学」（39.0%）の順とな
っており、外国語に触れる機会が有効だと考えていることが窺える。

・学部卒業後の生活において必要だと考える知識や能力は、「コミュニケーション能力」
（74.5％）、「自ら課題を発見し、解決する能力」（67.8％）、「論理的・批判的な思考力」（60.0%）
となっている。

４．学部在学中の学びや経験について【Q11、Q12】 

・学部在学中の学びや経験で、学部卒業後の生活に役立ったと感じることとして、「卒業研
究」（61.0%）、「専門教育（講義・演習）」（55.4%）、「専門教育（実験・実習）」



（45.8%）となっており、昨年度と同様に本学の専門教育が役立っていることが窺える。
一方、一般教養科目（英語、英語を除く語学、教養教育）は昨年度と同様に低い割合とな
っている。 

・卒業後の生活に役立ったと感じることがどのような場面で役立ったかについて、「仕事（就
職後の研究含む）」（51.3％）、「人との交流」（48.1％）、「日常生活」（36.8％）の
順となった。 

  
５．データサイエンスの知識について【Q13、Q14】 

  ・進路決定（進学、就職等）の際に、データサイエンスの知識が活かされたかについて、「授
業（研究活動含む）で得た知識を活用した」（29.2％）の割合が最も高かった。 

  ・業務や学業におけるデータサイエンスの知識を活用する機会等について、「本学で卒業生
を対象としたデータサイエンスを学ぶ講座があれば受講したい」(26.3%)、「在学中に授業
（研究活動含む）で身につけたデータサイエンスの知識を活用している。」（24.4%）、「卒
業後に身につけたデータサイエンスの知識を活用している」（21.1%）の順となっており、
データサイエンスの知識が必要と感じていることが窺える。 

 

６．今後の本学について【Q15】 

・今後本学は何に力を入れるべきかについて、優先順位 1 位では昨年度と同様に「研究力の
向上」32.9%（昨年度 27.7%）「学部教育の充実」22.4%(昨年度 18.9%）、「英語教育の
充実」7.4%(昨年度 9.6%）の順となった。優先順位 2位、3位では、「研究力の向上」「学
部教育の充実」に加えて、「大学院教育の充実」の割合が高く、主にこの 3 点について有
効な取り組みの検討が必要と考えられる。 

優先順位
第1位

優先順位
第2位

優先順位
第3位

研究力の向上 大学院教育の充実 研究力の向上
32.9% 21.6% 16.6%

学部教育の充実 学部教育の充実 学部教育の充実
22.4% 19.9% 16.0%

英語教育の充実 研究力の向上 大学院教育の充実
7.4% 19.3% 12.5%

各優先順位の中での
1位

各優先順位の中での
2位

各優先順位の中での
3位

 
以上 



1 
 

 （別紙 2） 

アンケート集計結果（全体）          

 
Ⅰ. 回答者について 
Q1_卒業した年度を選んでください。 

 
 
Q2_卒業した学部を選んでください。 

 
 
Q3_現在の勤務先の職種を選んでください。 

 
 
  
  Q3_21_その他（自由記述:10 文字程度）※抜粋 
  ・不動産 
  ・開発薬事 
  ・フィールドエンジニア 
  ・IPO コンサルタント 
  ・メーカー知財部 
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Ⅱ. 海外での経験、英語の使用について 
Q4 _海外での留学や勤務の経験、海外出張について、あてはまるものをすべて選んでください。（複数回答可） 

 
Q5_ (Q4 で「01～05 を選択した方のみ」)留学・海外勤務・海外出張などを行った理由として、あてはまるもの
をすべて選んでください。（複数回答可） 

 
 
  Q5_08_その他（自由記述:20 文字程度）※抜粋 
  ・海外の技術動向を視察するための出張 
  ・学生時代は留学学内制度が使えないよう授業が組まれていたため、より強くあこがれ海外勤務のある会社 
   に就職した 
  ・勤務先での派遣 
  ・退職前の仕事で 
  ・学位取得のため 
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Q6_（Q4 で「06_海外での留学や勤務、海外出張の経験はない」を選択した方のみ）留学・海外勤務・海外出張
のいずれも経験がない理由としてあてはまるものをすべて選んでください。（複数回答可） 

 

 
  Q6_09_その他（自由記述:20 文字程度）※抜粋 
  ・コロナ禍だったため。 
  ・病院に定期的に通う必要があったから 
  ・来日している外国の方々と交流すれば十分だと思います 
  ・学部時代は実験などの必修単位、大学院在学中は研究活動があるので不可能だった。 
 
Q7 _業務や学業における英語の使用について、あてはまるものをすべて選んでください。 （複数回答可） 

 
Ⅲ．卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づく知識・能力について 
Q8_本学は卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）において、身につけるべき知識・能力等を定め
ています。以下のうちから、学部在学中に身についたと感じる知識や能力をすべて選んでください。（複数回答
可） 
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Q9_学部在学中の学びや経験で、異文化理解、国際的な視野を持って活躍できる能力を身につけるために有効だ
と感じる取り組みをすべて選んでください。（複数回答可） 

 
 
 
  Q9_12_その他（自由記述: 20 文字程度）※抜粋 
  ・国際学会への参加。 
  ・経験して発表の機会があるもの。 
  ・海外学生とのワークショップや交流は、異文化との触れ合いで刺激になった。 
  ・異文化交流、特に留学生や海外出身の先生と気軽に話せる機会を増やすことが有効だと思います。 また、 
   (学部生などが参加しやすい)国際的な研究集会などがあると良いなと思いました。 
  ・長期インターン 
  ・大学院進学に向けた勉強 
  ・定められた授業より、例えば留学生（特に英語を主に使う大学院生以上）と交流する機会を、部活や学科 
   として取り入れたら英語に触れる興味は持てるかもと思いました。 
 
Q10_学部卒業後の生活において必要だと考える知識や能力をすべて選んでください。（複数回答可） 

 

 
 
  Q10_11_その他（自由記述:20 文字程度）※抜粋 
  ・何事に対しても学び勉強し続ける姿勢が最も重要。 
  ・コンスタントな学習（大学で身に付けた学ぶ習慣を腐らせるのはもったいない） 
  ・多様な価値観を受け入れる柔軟性 
  ・人を見て自分の学びとして活かそうとする姿勢 
  ・上には上がいる。という認識。 第一線のプロとの人脈形成力。 
  ・ビジネス思考（資金回収性など）、ファシリテーション能力、傾聴力、多様性理解 
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Ⅳ．学部在学中の学びや経験について 
Q11_学部在学中の学びや経験で、学部卒業後の生活に役立ったと感じることをすべて選んでください。（複数回
答可） 

 

 
  Q11_12_その他（自由記述:20 文字程度）※抜粋 
  ・資格勉強。TOEIC、USCPA 
  ・国家資格の受験 
  ・一流企業との共同研究が最も重要 
 
Q12_Q11 で選択した「卒業後の生活に役立ったと感じること」について、どのような場面で役立ちましたか。
（複数選択可） 

 
 
  Q12_09_その他（自由記述:20 文字程度）※抜粋 
  ・卒業論文作成 
  ・在学中に独学で IT 分野の資格を取得していたため、創薬とは異なる他業界でも自分が活躍できる場所を 
   見つけることができた 
  ・就職活動 
  ・企業との共同研究で得た人脈やセンス 
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Ⅴ．データサイエンスの知識について 
データサイエンスとは「大量のデータから有益な情報を抽出し、それをビジネスや社会問題の解決等に活かす技
術」であることを前提に以下の質問に回答ください。 
Q13_進路決定（進学、就職等）の際に、データサイエンスの知識が活かされたかについて、 あてはまるものを
すべて選んでください。（複数選択可） 

 
 
Q14_業務や学業におけるデータサイエンスの知識を活用する機会等について、あてはまるものをすべて選んで
ください。（複数選択可） 
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Ⅵ．今後の本学について 
Q.15 今後本学は何に力を入れていくべきと思われますか。優先順位の高い順に 3 つ選んでください 

 
Q15_12_その他 ※抜粋 
  ・留学生をはじめとする外国人の積極的な受け入れ 
  ・学生間のコミュニケーション及び自己主張する機会を与える 
  ・生徒のメンタルケア。 
  ・企業、政府との共同研究力、連携力 
  ・設備投資 
 
Q16 - Q15 で優先順位第 1 位に選んだ内容について理由をご記入ください。※抜粋 
○「03_研究力の向上」を選択した理由 
・研究力を備えなければ、将来仕事場でもアカデミーの場でも上手くいかないと思います。 
・教育は充実しているため、研究に力を入れるほうがよいため 
・研究力向上を第一に考えれば、その他の項目にも力が入るだろう。 
・国公立大学などの研究機関にも劣らない研究設備をつけてほしい 
・研究機関としてはやはり研究力が必要だと考えるため 
・研究室やその内部で研究活動の充実度に差があるから 
・大学の本分は研究と考えるため 
 
○「01_学部教育の充実」を選択した理由 
・学部時代に身につけた学力や思考力が基礎となるため 
・多くの人が通う学部で充実した教育がなされればより優秀な学生が入学する可能性があるから 
・学部の間に専門分野の基礎知識や教養知識をインプットすることが大事だと考えているため。 
・学部教育の中で論理的思考力や課題解決能力の修得により力を入れることで仕事にも活かせる能力がしっ 
 かりと身につくと考えます。 
・学部で基礎的な力を身につけておかなければ大学院、就職後に支障をきたすため。 
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Q.17 あなたは、東京理科大学が 2031 年に創立 150 周年を迎えることをご存知ですか？ 

 
 
Q18 - 150 周年の節目を迎えるにあたり東京理科大学のこれまでの歩みと、皆さまとともに紡ぎだす周年事業に
ついて、発信していきたいと考えています。そこで、150 周年事業でやって欲しいこと・アイディアがございま
したら、ご記入ください。※抜粋 
・これからの 150 年を見据えて目指す指針、アプローチ 
・社会から求められる役割に応じて、学部の編成などがどう変わってきたのか知りたいです。 
・理科大の歴史。学科ごと、部活ごとで、どういう軌跡を歩んできたのかを知りたい。 
・年代の近い卒業生との交流の場。 
・研究者、社会人 OB を何人か迎えて講演していただく。 
・卒業生に対する図書館の常時解放。 
・これまでの研究紹介。卒業生に大学での学びについて講演させる。 
・全貌を知りたいので、学部学科の紹介をしてほしい 
・一般人向けのメディア発信等は如何か。大学公式の YouTube チャンネル等で大衆向けの機知に富んだ科学的 
 な動画を発信等して世間にその存在感をアピールしては。 
 



1 
 

（別紙 3） 

アンケート集計結果(大学院（修士・博士）在学中を除く) 

 
Ⅰ. 回答者について 
Q1_卒業した年度を選んでください。 

 
 
Q2_卒業した学部を選んでください。 

 
 
Q3_現在の勤務先の職種を選んでください。 
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Ⅱ. 海外での経験、英語の使用について 
Q4 _海外での留学や勤務の経験、海外出張について、あてはまるものをすべて選んでください。（複数回答可） 

 

 
Q5_ (Q4 で「01～05 を選択した方のみ」)留学・海外勤務・海外出張などを行った理由として、あてはまるもの
をすべて選んでください。（複数回答可） 

 
 
Q6_（Q4 で「06_海外での留学や勤務、海外出張の経験はない」を選択した方のみ）留学・海外勤務・海外出張
のいずれも経験がない理由としてあてはまるものをすべて選んでください。（複数回答可） 

 
 
Q7 _業務や学業における英語の使用について、あてはまるものをすべて選んでください。 （複数回答可） 
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Ⅲ．卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づく知識・能力について 
Q8_本学は卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）において、身につけるべき知識・能力等を定め
ています。以下のうちから、学部在学中に身についたと感じる知識や能力をすべて選んでください。（複数回答
可） 

 
 
Q9_学部在学中の学びや経験で、異文化理解、国際的な視野を持って活躍できる能力を身につけるために有効だ
と感じる取り組みをすべて選んでください。（複数回答可） 

 
 
Q10_学部卒業後の生活において必要だと考える知識や能力をすべて選んでください。（複数回答可） 
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Ⅳ．学部在学中の学びや経験について 
Q11_学部在学中の学びや経験で、学部卒業後の生活に役立ったと感じることをすべて選んでください。（複数回
答可） 

 
 
Q12_Q11 で選択した「卒業後の生活に役立ったと感じること」について、どのような場面で役立ちましたか。
（複数選択可） 

 
 
Ⅴ．データサイエンスの知識について 
データサイエンスとは「大量のデータから有益な情報を抽出し、それをビジネスや社会問題の解決等に活かす技
術」であることを前提に以下の質問に回答ください。 
 
Q13_進路決定（進学、就職等）の際に、データサイエンスの知識が活かされたかについて、 あてはまるものを
すべて選んでください。（複数選択可） 
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Q14_業務や学業におけるデータサイエンスの知識を活用する機会等について、あてはまるものをすべて選んで
ください。（複数選択可） 

 
 
Ⅵ．今後の本学について 
Q.15 今後本学は何に力を入れていくべきと思われますか。優先順位の高い順に 3 つ選んでください 

 
 
Q.17 あなたは、東京理科大学が 2031 年に創立 150 周年を迎えることをご存知ですか？ 
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